
表紙の写真
多賀大社古例大祭、御

み

輿
こ し

や42頭

にもおよぶ騎馬など、総勢500

人の行列、約5,000人の人出で

にぎわいました。写真は厄払い

の御
み

輿
こ し

のようす。
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鈴鹿山系の緑と芹川・犬上川の清流に恵まれた多賀町に住むわたくし
たちは、日常生活の心構えとしてこの憲章を定めます。
わたくしたち多賀町民は
一、郷土に住む喜びを感謝し、平和で明るい町をつくります。
一、歴史と伝統を生かし、教養を深め、かおり高い文化の町をつくり
ます。

一、互いに励まし助けあい、心のふれあう町をつくります。
一、清くたくましい青少年のそだつ、健全な町をつくります。
一、働くことに喜びをもち、しあわせな家庭、豊かな町をつくります。

昭和53年11月10日制定

多賀町町民憲章

ふるさとクロスワードパズル

ヒント■歩行者も自転車
も自動車も気を付けて！

もんだい■
クロスワードを解答して、
二重枠の文字を並び替え
てできる言葉をお答えく
ださい。

先
月
号
の
こ
た
え
は
…

ミ
ド
リ
ノ
ヒ

（
み
ど
り
の
日
）で
し
た
。

①
仏
門
に
入
っ
た
女
子
。

②
屋
根
よ
り
高
い
○
○
○
○
○
♪
♪

③
な
ぞ
な
ぞ
で
す
―
い
つ
も
文
句
ば

か
り
言
う
動
物
は
な
あ
に
？

④
地
盤
○
○
○
。

⑤
潜
水
服
の
こ
と
。

⑧
漬
け
物
。

⑩
猛
毒
で
元
素
記
号
は
A
s
。

⑫
観
光
な
ど
の
目
的
で
他
の
地
方
に

行
く
こ
と
。

⑭
唐
木
と
し
て
珍
重
さ
れ
、
仏
壇
・

高
級
家
具
な
ど
に
用
い
ら
れ
ま
す
。

⑯
○
○
の
方
舟

は
こ
ぶ
ね

。

縦
の
カ
ギ

官
製
は
が
き
で
、
解
答
と
「
広
報
た

が
」
へ
の
お
た
よ
り
（
俳
句
・
短
歌
・

川
柳
・
イ
ラ
ス
ト
）
や
ご
意
見
を
役
場

企
画
課
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。
有
線

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
も
結
構
で
す
。

有
線
Ｆ
Ａ
Ｘ
2-

2
0
1
8

Ｅ
メ
ー
ル
で
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

<
ta
g
a
@
ta
g
a
to
w
n
.jp
>

締
め
切
り
は
平
成
１５
年
6
月
１０
日
で

す
。
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
１０
人
の

方
に
粗
品
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。
発
表

は
景
品
の
発
送
を
も
っ
て
か
え
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

な
お
、
お
た
よ
り
の
内
容
は
抽
選
と

は
無
関
係
で
す
。

応
募
方
法

広
報
た
が

多賀町 ひとの動き （平成15年4月末 現在）

世　　帯　　数 2,571世帯（＋9）

人　口
8,561人
（＋25人）

男　性 4,068人（＋12）

女　性 4,493人（＋13）

① ② ③ ④ ⑤

⑥

⑦ ⑧ ⑨ ⑩

⑪ ⑫ ⑬

⑭

⑮ ⑯

⑰

編／集／後／記
sとある休日、町内のとある場

所で、ひとりたたずんでいると、

とても心が落ち着いている自分

に気づきましたsその日は、と

ても空がきれいで、さわやかな

風が吹いていて、川の流れる音

が心地よく聞こえていました。

なんかすごく居心地がよかった

ものですs改めて、多賀という

か田舎・故郷のよさを感じまし

た。自然が豊かなのは、本当に

いいですねsそんな居心地がい

いところにいたので、がらにも

なく、詩を作ってしまいました

（笑）sまあ、たいした詩では

なく、恥ずかしくもあり掲載す

ることはできないのですが、多

賀のどこかで見ることができる

かも…。

kikaku@tagatown.jp （は）

古
紙
配
合
率
100％

再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
�

①この上なくうまくいっている

こと。

⑥明治○○○。

⑦びわ湖の別称は○○○湖
うみ

。

⑨文章などに筆を加えて直すこ

と。

⑪光来を制限する穴。

⑬←→内。

⑭診察と治療。

⑮腕が8本で墨を噴きます。

⑯←→YES。

⑰←→低気圧。

横のカギ

多賀町の行政相談委員

～春季行政相談強調週間～
5月19日（月）～25日（火）
相談は、定例相談所（毎月6日、
16日、総合福祉保健センターふ
れあいの郷）や自宅で受け付けて
います。

石田昭治郎氏
住所　大字多賀592-2

（有）2-2313
（電）48-0005

広
　
　
報
　
た
　
が
　
5
月
号
　
　
　
　
発
行
■
多
賀
町
役
場
　
編
集
■
企
画
課
〒
522 ‐

0341
滋
賀
県
犬
上
郡
多
賀
町
多
賀
3
2
4
電
話

0
7
4
9 ‐
4
8 ‐
8
1
2
2

毎
月
発
行
　
通
巻
第
6
6
9
号
　
印
刷
■
有
限
会
社
エ
ー
・
サ
イ
ト

平 成 1 5 年 度

予【よさん】算
市 町 村 合 併 を 考 え る
レインボウさん制度スタート
健診を受けましょう
ふるさとクロスワードパズル

2003年
No.669

広報
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総額：72億6,225万4千円
一般会計：37億6,800万 円

特別会計：19億8,372万8千円

企業会計：15億1,052万6千円

企業会計：1,510,526千円
会　計　名 平成15年度予算額（千円） 比較増減率

水 道 事 業 460,617 27.2

下 水 道 事 業 792,936 63.4

農業集落排水事業 256,973 330.3

合 計 1,510,526 66.5

特別会計：1,983,728千円
会　計　名 平成15年度予算額（千円） 比較増減率

国民健康保険事業 553,851 8.7
老 人 保 健 事 業 982,768 8.3 
介 護 保 険 事 業 438,127 26.7
土 地 取 得 事 業 0 皆減
多賀町育英事業 2,186 11.5
びわ湖東部中核工業団地
公共緑地維持管理事業 3,000 0.0 

住宅団地造成事業 2,730 △96.7 
多賀財産区管理会 213 △50.5 
大滝財産区管理会 853 0.0 
合 計 1,983,728 6.0 

平成１５年度 多賀町主要施策の概要（単位:千円）
”うるおい”の多賀づくり
自然環境の保全と活用

合併処理浄化槽設置事業 6,390
ゴミ減量化・再資源化事業 7,349
ゴ ミ 処 理 費 133,692

町民参加の推進
同 和 対 策 事 業 4,790
男女共同参画推進事業 448
分館活動活性化事業 2,700
森林整備地域活動支援事業 7,800

行財政改革の推進
「ISO9000S」認証支援事業 968
文字情報システム設置事業 6,000
インターネット技能講習会推進事業 895
例規システムCD化事業 2,730
戸 籍 電 算 化 事 業 21,357
戸籍住民台帳ネットワークシステム導入事業 4,563
直地条件調査・計算事業 1,300
既存文書保存管理事業 4,452

”やさしさ”の多賀づくり
生活基盤の充実

町道改良・舗装事業 172,000
道 路 維 持 補 修 事 業 11,827
除 雪 対 策 事 業 5,942
県施工道路改良・舗装事業 30,000
道 路 台 帳 整 備 事 業 3,000
集落内排水路整備事業 3,000
急傾斜地崩壊対策事業 40,800
栗 栖 ダ ム 対 策 事 業 20,987
常 備 消 防 事 業 107,404
防 災 基 盤 整 備 事 業 26,400
土砂災害情報相互通信システム整備事業 18,320
代替バス運行対策事業 13,995
山村辺地等活性化事業 27,840

地域ぐるみ福祉の推進
老 人 福 祉 事 業 114,958
障 害 福 祉 事 業 40,382
保 育 所 費 239,402
子ども放課後・週末活動等支援事業 2,297
障 害 者 支 援 費 事 業 43,849
スポーツと個性の生涯学習の推進

出産奨励祝金交付事業 1,000
小学校児童通学バス運行事業 10,082
中学校生徒通学費補助事業 7,283
小学校図書館充実支援事業 1,743
海洋センタープール上屋シート張替事業 6,000
チャレンジデー参加事業 700
生 涯 学 習 推 進 事 業 2,130
埋蔵文化財発掘調査事業 8,008
土田遺跡整理調査事業 12,240

”にぎわい”の多賀づくり
地域産業の活性化

消費者・実需者連携促進事業 195
低コスト花き供給推進事業 325
特産物生産奨励補助事業 480
猿 害 防 止 対 策 事 業 2,612
土 地 改 良 助 成 事 業 15,518
中山間地域等直接支払推進対策事業 1,262
林道整備・造林事業 8,647
林 道 防 災 事 業 4,203
ふるさと林道緊急整備事業 6,000
県 単 独 治 山 事 業 2,002
間 伐 実 施 事 業 630
高取山ふれあい公園管理事業 2,700
林業地域総合整備事業 27,260
S K O 活 動 事 業 126
小 口 簡 易 資 金 事 業 5,516
山村コミュニティ活性化事業 4,005
緊急雇用創出対策事業 10,081

観光ネットワークの構築
犬 上 三 町 観 光 事 業 100
観 光 標 識 設 置 事 業 300
観 光 推 進 事 業 200
観光地関連施設整備事業 7,332

予
算
よ さ ん

平成15年度

山
蒼あ

お

く
　
水
清
く
　
心
豊
か
な
多
賀
の
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

平
成
１５
年
度
予
算
は
、
一
般
会
計
に
お
き
ま
し
て
は
３７
億
6，
8
0
0
万
円
で
前
年
度
比

4
億
1，
9
0
0
万
円
、
１０
・
0
％
の
減
、
特
別
会
計
予
算
は
、
１９
億
8，
3
7
2
万
8
千
円
で
前
年

度
比
１
億
１，
1
6
8
万
8
千
円
、
6
・
0
％
の
増
、
ま
た
、
企
業
会
計
予
算
で
は
１５
億
１
千
5

2
万
6
千
円
で
前
年
度
比
6
億
3
3
6
万
9
千
円
、
６６
・
5
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

総
額
で
は
、
７２
億
6，
2
2
5
万
4
千
円
で
、
前
年
度
比
2
億
9，
6
0
5
万
7
千
円
、

4
・
2
％
増
の
規
模
と
な
り
ま
し
た
。

依
　
存
　
財
　
源
　
５２
・
8
%

自
　
主
　
財
　
源
　
４７
・
2
%

国庫支出金�
(2.3%) 86,047

地方特例交付金�
(0.9%) 33,000

自動車取得税交付金�
(0.8%) 29,000

利子割交付金�
(0.2%) 6,000

地方消費税交付金�
(1.5%) 58,000

地方譲与税�
(1.2%)47,000

交通安全対策特別交付金�
(0.0%) 1,300

諸収入�
(1.5%) 56,022

繰越金�
(0.8%) 30,000

繰入金(4.3%)�
162,609

寄付金�
(0.1%) 5,020

財産収入�
(0.0%) 2,025

使用料および手数料 �
(0.4%) 15,793

分担金および負担金�
(1.4%) 51,167

町　税�
(38.7%)�
1,456,075

歳入予算■�
3,768,000千円�

(単位：千円)

町　債�
(12.9%)�
485,400

県支出金(7.4%)�
278,542

地方交付税�
(25.5%)�
965,000予備費�

(0.0%) 2,000

諸支出金�
(0.0%) 225

公債費(17.3%)�
651,949

教育費�
(14.7%)�
554,779

消防費�
(4.4%) 166,591

土木費(12.8%)�
483,705

商工費�
(0.9%) 33,765

農林水産業費�
(5.3%) 197,863

衛生費�
(8.7%)329,396

民生費�
(19.4%)�
729,026

総務費�
(14.6%)�
547,973

議会費�
(1.9%) 70,728

歳出予算■�
3,768,000千円�



多賀町の�

文化財�
センター通信�

http://www.biwa.ne.jp/~taga-mus/akebono/bunkazai/
有線●2-0348　電話●48-0348�

E-mail bunkazai@tagatown.jp

多賀町の�

文化財�

M U S E U M

I N F O R M A T I O N

多賀の自然と文化の館�

情報BOX博物館
�

博物館
�

お問い合わせ先
多賀の自然と文化の館（多賀町立博物館）

有線●2-2077 電話●48-2077／ファクシミリ●48-8055
休館日●毎週月・火曜日、祝日の翌日

多賀の自然と文化の館ホームページ
http://www.tagatown.jp/akebono/
http://www.biwa.ne.jp/̃taga-mus/
E-mail taga-mus@mx.biwa.ne.jp 

お
は
な
し
会

今
回
は
、
永
崎
み
さ
と
さ
ん
を
お
招
き
し

て
ペ
ー
プ
サ
ー
ト
や
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
な
ど

小
さ
な
人
形
劇
を
楽
し
み
ま
す
。

日
時

5
月
31
日
（土）

15
時
〜
15
時
30
分

会
場

2
階
大
会
議
室

永
崎
み
さ
と
さ
ん
を
囲
む
会

お
子
さ
ん
が
よ
ろ
こ
ぶ
ペ
ー
プ
サ
ー
ト
や

折
り
紙
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
す
。

会
期

5
月
31
日
（土）

15
時
30
分
〜

場
所

2
階
大
会
議
室

講
師

永
崎
　
み
さ
と
さ
ん

お
は
な
し
の
じ
か
ん

絵
本
や
紙
芝
居
を
読
み
ま
す
。
お
話
の
世

界
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

日
時

5
月
24
日
（土）
、
6
月
7
日
（土）
、
21
日

（土）
15
時
〜

場
所

絵
本
コ
ー
ナ
ー

映
画
会

大
き
な
ス
ク
リ
ー
ン
で
ゆ
っ
た
り
と
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

日
時

6
月
14
日
（土）

15
時
〜

場
所

2
階
大
会
議
室

内
容

「
不
思
議
の
国
の
ア
リ
ス
」（
ウ
ォ

ル
ト
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ア
ニ
メ
）

好
奇
心
旺お

う

盛
な
女
の
子
ア
リ
ス
は
、

う
さ
ぎ
の
後
を
追
い
か
け
て
穴
に
落
ち

て
し
ま
い
ま
す
。
キ
ノ
コ
を
食
べ
て
大

き
く
な
っ
た
り
、
ト
ラ
ン
プ
の
国
に
迷
い

込
ん
で
し
ま
っ
た
り
と
、
次
々
に
起
こ
る

奇
想
天
外
な
で
き
ご
と
の
連
続
…
。

洋
画
展

会
期

6
月
7
日
（土）
〜
同
29
日
（日）

会
場

対
面
朗
読
室

出
展
者

西
澤
　
哲
さ
ん

特
別
講
演
会

★
11
月
16
日
（日）

敏
満
寺
遺
跡
石
仏
谷
現
地
見
学
会

10
時
〜
12
時

特
別
講
演
会
　
13
時
30
分
〜
14
時
45
分

「
近
江
の
戦
国
時
代
と
敏
満
寺
」

（
小
和
田
哲
男
氏
）

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
　
15
時
〜
16
時
30
分

「
近
江
の
城
」

■ 広報 2003年5月号5

博
物
館
講
演
会

サ
ル
の
生
態
と

わ
た
し
た
ち
の
く
ら
し

近
年
、
サ
ル
が
人
里
に
頻
繁
に
姿
を
現
わ

す
よ
う
に
な
り
、

私
た
ち
の
生
活
に

よ
か
ら
ぬ
影
響
を

与
え
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
サ
ル

と
私
た
ち
の
暮
ら

し
に
つ
い
て
考
え

て
み
ま
す
。

日
時

6
月
15
日
（日）

14
時
〜
16
時

開
催
場
所

あ
け
ぼ
の
パ
ー
ク
多
賀
（
大
会

議
室
）

講
師

千
々
岩
　
哲
氏

（
景
生
保
全
研
究
所
）

対
象

中
学
生
以
上

参
加
費

無
料

定
員

40
人
（
先
着
順
）

受
付

5
月
28
日
（水）

9
時
か
ら
（
電
話
・

F
A
X
可
）

文
化
財
講
座

幕
末
悲
劇
の
女
村
山
た
か
女

幕
末
の
混
乱
の
時
代
に
彦
根
藩
に
つ
く
し

（
長
野
主
膳
と
井
伊
直
弼
を
助
け
た
）
徳
川

幕
府
崩
壊
と
と
も
に
悲
劇
の
生
涯
を
終
え
た

女
性
の
お
話
で
す．

日
時

6
月
7
日
（土）

14
時
〜
16
時

開
催
場
所

文
化
財
セ
ン
タ
ー
（
研
修
室
）

講
師

林
　
清
一
郎
氏

（
多
賀
町
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
）

対
象

中
学
生
以
上

参
加
費

無
料

定
員

４５
人
（
先
着
順
）

受
付

5
月
24
日
（土）

9
時
か
ら
（
電
話
・

F
A
X
可
）

平
成
１５
年
度

文
化
財
セ
ン
タ
ー
事
業
の

お
知
ら
せ

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
文
化
財
に
関
す
る
講

座
、
体
験
教
室
、
講
演
会
な
ど
を
実
施
し
ま

す
。
わ
か
り
や
す
く
、
楽
し
い
お
話
を
聞
い

て
地
域
の
歴
史
を
再
発
見
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
詳
し
い
内
容
、
お
申
し
込
み
方
法
は
ポ

ス
タ
ー
、
チ
ラ
シ
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で

事
前
に
ご
案
内
し
ま
す
。

文
化
財
講
座

★
6
月
7
日
（土）

14
時
〜
16
時

「
幕
末
悲
劇
の
女
・
村
山
た
か
女
」

（
林
　
清
一
郎
氏
）

★
8
月
2
日
（土）

14
時
〜
16
時

「
敏
満
寺
と
信
長
」

（
横
田
　
洋
三
氏
）

★
10
月
4
日
（土）

14
時
〜
16
時

「
古
文
書
を
読
も
う
！
」（
井
上
ひ
ろ
美
氏
）

体
験
教
室

★
8
月
9
日
（土）

13
時
30
分
〜
16
時

「
勾
玉

ま
が
た
ま

を
つ
く
ろ
う
！
」
（
鈴
木
康
二
氏
）
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図書館�
ニュース

お問い合わせ先
多賀町立図書館（あけぼのパーク多賀）
有線●2-1142 電話●48-1142

休館日●毎週月・火曜日、毎月最終木曜日、祝日の翌日（平日）
E-mail tosho@tagatown.jp 

第1・3金曜日 第2・4火曜日

6月 6日・20日 10日・24日

7月 4日・18日 8日・22日

8月 1日・15日 12日・26日

9月 5日・19日 9日・22日（月）

10月 3日・17日 14日・28日

11月 7日・21日 4日・18日
藤　　　　瀬 大 君 ケ 畑
（草の根ハウス前） （集 会 場 前）
10:05～10:30 10:25～10:50

川　　　　相 佐　　　　目
（皆様の店くぼ駐車場） （集 会 場 前）
10:40～11:05 11:10～11:35

大滝小学校 多賀小学校
巡回場所 （渡 り 廊 下） （玄　　　　　 関）
（停車場所） 12:50～13:30 13:00～13:40
駐車時間 大　　　　杉 犬上ハートフルセンター

（自 警 団 車庫横） （玄関）（第4火曜のみ）
14:00～14:30 14:00～14:40

萱原保育所 猿　　　　木
（西 光 寺 前）

14:45～15:20 15:00～15:30

富之尾保育所 清涼保育園
（近 隣 駐 車 場）
15:40～16:15 15:50～16:20

利用カードも本も図書館と共通です。どちらでかり返しをしていただいても結構です。
読みたい本が見あたらない場合はリクエストをしてください。ご用意いたします。
天候等の都合で巡回中止になる場合はご容赦ください。

6月�

日�月�火�水�木�金�土�

1

8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30

2 3 4 5 6 7

7月�

日�月�火�水�木�金�土�

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30 31

1 2 3 4 5

…休館日�

移動図書館さんさん号巡回のお知らせ
（平成15年6月～平成15年11月）

▲『天誅組の記録』から



鉄
道
の
整
備
と
近
代
化

江
戸
時
代
の
湖
東
地
域
に
は
、
五
街
道
の

ひ
と
つ
で
あ
る
中
山
道
や
多
賀
社
と
伊
勢
を

結
ぶ
御ご

代だ
い

参さ
ん

街か
い

道ど
う

な
ど
が
と
お
り
人
馬
の
往

来
が
盛
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
明
治
時
代
半

ば
以
降
、
全
国
的
な
鉄
道
整
備
の
中
で
陸
上

の
交
通
事
情
が
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
ひ

と
の
足
と
馬
に
頼
っ
て
い
た
段
階
か
ら
、
鉄

道
の
利
用
に
よ
る
高
速
移
動
・
大
量
移
送
が

可
能
と
な
っ
た
の
で
す
。

湖
東
地
域
も
こ
の
例
外
で
は
な
く
、
鉄
道

が
敷
設
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。
現
在
で
は
、

彦
根
市
と
犬
上
3
町
の
内
に
は
、
J
R
（
旧

国
鉄
）
と
近
江
鉄
道
の
2
つ
の
鉄
道
が
は
し

っ
て
い
ま
す
。
ご
承
知
の
よ
う
に
J
R
に
は

東
海
道
本
線
の
彦
根
・
南
彦
根
・
河
瀬
・
稲

枝
と
4
つ
の
駅
が
、
近
江
鉄
道
の
駅
は
本
線

と
多
賀
線
と
で
鳥
居
本
・
彦
根
・
彦
根
口
・

高
宮
・
尼
子
・
豊
郷
、
多
賀
と
7
つ
の
駅
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
路
線
や
駅
は
い
つ
で

き
た
の
で
し
ょ
う
か
。

前
述
の
旧
国
鉄
の
駅
で
も
っ
と
も
早
く
で

き
た
の
が
彦
根
駅
で
す
。
こ
の
駅
は
東
海
道

本
線
の
長
浜
―
大
津
間
の
開
通
に
と
も
な

い
、
彦
根
町
に
隣
接
す
る
青あ

お

波な
み

村む
ら

古
沢
（
現

在
の
古
沢
町
）
に
明
治
22
年
（
1
8
8
9
）

7
月
に
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
河
瀬
駅

が
明
治
29
年
（
1
8
9
6
）
5
月
に
、
次
い

で
稲
枝
駅
が
大
正
9
年
（
1
9
2
0
）
7
月

に
開
業
し
ま
し
た
。
最
後
に
設
置
さ
れ
た
の

が
南
彦
根
駅
で
、
昭
和
56
年
（
1
9
8
1
）

6
月
の
こ
と
で
す
。

近
江
鉄
道
は
、
明
治
26
年
（
1
8
9
3
）、

全
国
的
な
鉄
道
建
設
ブ
ー
ム
を
背
景
に
彦
根

の
大お

お

東ひ
が
し

義よ
し

徹み

（
社
長
）
ら
を
は
じ
め
と
す
る

地
元
有
志
の
尽
力
に
よ
り
設
立
さ
れ
、
明
治

31
年
（
1
8
9
8
）
6
月
、
彦
根
―
愛
知
川

間
12
・
1
キ
ロ
が
開
業
し
ま
し
た
。
高
宮
駅

は
こ
の
開
業
と
同
時
に
開
設
さ
れ
、
多
賀
社

へ
の
玄
関
口
と
し
て
多
く
の
参
拝
者
が
利
用

し
ま
し
た
。

近
江
鉄
道
に
は
、
開
業
当
初
は
彦
根
、
高

宮
、
愛
知
川
の
3
つ
の
駅
が
あ
る
の
み
で
し

た
が
、
徐
々
に
駅
は
増
設
さ
れ
ま
し
た
。
彦

根
口
駅
は
明
治
34
年
（
1
9
0
1
）
5
月
か

ら
営
業
を
開
始
し
ま
し
た
（
開
設
当
初
は
彦

根
口
で
は
な
く
「
新
町
」
と
よ
ば
れ
て
い
ま

し
た
）。
豊
郷
駅
は
設
置
す
る
場
所
を
め
ぐ

っ
て
村
内
有
力
者
の
間
で
競
争
が
あ
り
ま
し

た
が
、
明
治
32
年
（
1
8
9
9
）
3
月
に
仮

停
車
場
が
、
同
39
年
（
1
9
0
6
）
4
月
に

は
本
駅
が
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。
甲
良
町
に
は

当
初
近
江
鉄
道
の
駅
は
置
か
れ
ず
、
豊
郷
駅

ま
で
行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
明
治
44
年
（
1
9
1
1
）
6
月
に
尼
子

駅
が
設
置
さ
れ
交
通
の
不
便
は
解
消
さ
れ
ま

し
た
。
鳥
居
本
駅
は
昭
和
6
年
（
1
9
3
1
）

3
月
、
彦
根
―
米
原
間
5
・
8
キ
ロ
の
路
線

が
延
長
さ
れ
た
の
を
機
に
開
業
し
ま
し
た
。

多
賀
駅
は
大
正
3
年
（
1
9
1
4
）
3
月

の
近
江
鉄
道
多
賀
線
開
設
時
に
で
き
ま
し

た
。
多
賀
社
は
古
く
か
ら
参
拝
者
が
多
く
交

通
路
も
発
達
し
て
い
ま
し
た
が
、
参
拝
す
る

の
に
も
っ
と
便
利
に
な
る
よ
う
に
と
高
宮
と

多
賀
を
結
ぶ
支
線
が
敷
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
し
て
彦
根
市
と
犬
上
3
町
の

鉄
道
・
駅
は
、
南
彦
根
駅
を
除
く
と
す
べ
て

明
治
20
年
代
か
ら
昭
和
は
じ
め
に
か
け
て
整

備
さ
れ
ま
し
た
。
新
た
な
交
通
手
段
は
活
躍

の
場
を
広
げ
、
そ
の
影
響
は
さ
ま
ざ
ま
な
と

こ
ろ
で
現
わ
れ
ま
し
た
。
た
と
え
ば
旧
国
鉄

の
稲
枝
駅
前
に
は
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
と
い
っ

た
交
通
機
関
や
店
舗
が
増
え
、
道
路
も
駅
を

中
心
に
整
備
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。
ま
た
近

江
鉄
道
が
開
通
す
る
と
、
た
と
え
ば
合か

っ

羽ぱ

の

生
産
が
盛
ん
だ
っ
た
鳥
居
本
で
は
そ
の
原
料

が
大
量
に
運
び
入
れ
ら
れ
ま
し
た
。
逆
に
鳥

居
本
か
ら
は
赤あ

か

玉だ
ま

神し
ん

教き
ょ
う

玉が
ん

・
木
材
・
薪し

ん

炭た
ん

・

松ま
つ

茸た
け

と
い
っ
た
地
元
の
産
物
が
こ
の
駅
か
ら

出
荷
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
ほ
ど
自
家
用
車
が
普
及
し
て
お
ら
ず
、

ま
た
大
き
な
近
代
化
を
遂
げ
つ
つ
あ
る
時
代
に

お
い
て
、
鉄
道
は
地
域
の
発
展
や
人
の
移
動
、

物
の
移
送
に
た
い
へ
ん
貢
献
し
た
の
で
す
。

（
彦
根
市
教
育
委
員
会
事
務
局
市
史
編
さ
ん

室
　
井
伊
岳
夫
）
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心地よい、さわやかな季節、スポーツ大会や教室で汗を流

しましょう！

とっても気持ちいいですよ！

スポーツ少年団入団式および交流会
6月14日（土）14時から、平成15年度スポーツ少年団

入団式を行います。同時に交流会も行いますので、入団

を予定していないみんなも集まって、お友達と一緒に楽

しく過ごしましょう!!

B
＆
G
体
験
ク
ル
ー
ズ
に

参
加
し
て

西
村
晃
博

昨
年
に
続
き
今
年
も
体
験
ク
ル
ー
ズ
に
参

加
し
ま
し
た
が
、
今
年
は
小
笠
原
諸
島
の
父

島
で
昨
年
と
同
じ
「
ふ
じ
丸
」
で
行
き
ま
し

た
。結

団
式
で
は
、
1
年
ぶ
り
に
ス
タ
ッ
フ
や

リ
ー
ダ
ー
、仲
良
く
な
っ
た
友
達
の
奥
津
君
、

後
藤
君
と
再
会
す
る
こ
と
が
で
き
て
と
て
も

う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

小
笠
原
に
着
く
ま

で
は
、
二
人
の
講
師
か
ら
海
洋
生
物
や
環
境

問
題
に
つ
い
て
の
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。
中

で
も
海
の
生
物
は
、
人
間
が
海
に
す
て
る
ゴ

ミ
に
よ
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
被
害
を
受
け
て
い

る
の
で
ゴ
ミ
の
管
理
も
し
っ
か
り
し
な
け
れ

ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

三
日
目
、
父
島
の
二
見
港
に
入
港
し
て
か

ら
は
、
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
、
カ
ヌ
ー
、

シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
、
植
物
観
察
、
海
ガ
メ

放
流
な
ど
を
し
ま
し
た
が
、
放
流
の
時
、
飼

育
係
の
人
か
ら
毎
年
一
万
頭
卵
が
、
か
え
っ

て
も
一
頭
ぐ
ら
い
し
か
育
た
な
い
と
聞
き
た

く
さ
ん
の
カ
メ
が
大
き
く
育
つ
様
に
と
願
い

な
が
ら
放
流
し
ま
し
た
。
ま
た
島
に
は
病
院

が
な
い
の
で
海
上
自
衛
隊
の
飛
行
艇
で
搬
送

す
る
と
こ
ろ
も
見
え
ま
し
た
。

帰
り
に
は
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
時
「
客

船
で
働
く
人
々
」
で
ベ
ッ
ド
メ
イ
キ
ン
グ
な

ど
の
体
験
も
し
て
ク
ル
ー
の
大
変
さ
が
解
か

り
ま
し
た
。
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わ�
�
く�
�
わ�
�
く�
�

すぽーつ��
�ランド��
�

すぽーつ�
�ランド�
�
お問い合わせ先

多賀町B&G海洋センター
有線●2-1625 電話●48-1625 ファクシミリ●48-1884

E-mail bg@tagatown.jp

その24

市
町
村
合
併
を

考
え
る

▲明治22年開設当時の彦根駅

昼間は6月1日から9月14日、
夜間は7月1日から8月31日

いよいよ楽しみにしていた
プール利用が始まります！

海洋センタープール

・上記料金は町内料金です。

・小学3年生以下の利用については、必ず保護者

の監視が必要です。

（小学生同士、中学生、高校生どうしの付き添いは認めていません。）

・夜間の中学生以下の利用は保護者の監視が必要

です。

（高校生のみの利用は20:00までとします。）

・プール内の飲食、喫煙については一切禁止します。

・プールでの飛び込みなど、危険行為は禁止します。

区分 利用時間 幼児 小中学生 高校生 一般

午前 9:00～12:00 50円 100円 150円 200円

午後 13:00～16:00 50円 100円 150円 200円

夜間 18:00～21:00 50円 150円 200円 300円

チャレンジデー2003
いよいよ本番！準備はいいですか？

みんなで良い汗、流しましょう!!

当日、各字でさまざまなイベント

を企画されていますので、みなさん

楽しく参加してください。

【開催に向けてのお願い】

・臨時放送実施に対するご理解

・有線FAXによる、PRチラシ送信

のご理解

・有線スピーカーの音量アップのご

協力をお願いします。

以上よろしくお願いします。

県民体育大会のお知らせ
今年も県内各地で43種目の競技が行

われます。多賀町でも、銃剣道の会場と

して「勤労者体育センター」を提供して

います。スポーツをされている方、ぜひ

ご参加ください。種目や開催場所、日程

については海洋センターにお問い合わ

せください。

▲B&G体験クルーズにて。写真中央が西村晃博くん

5/28（水）



a
aa

学
校
・
地
域
活
動
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

レ
イ

ン
ボ
ウ
さ
ん
制
度
が
こ
の
4
月
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

多
賀
町
内
の
小
・
中
学
校
で
の
「
総
合
的

な
学
習
の
時
間
」
と
地
域
施
設
で
の
子
ど
も

講
座
な
ど
に
お
い
て
、
地
域
の
自
然
や
人
材

な
ど
「
地
域
の
財
産
」
を
生
か
し
た
取
り
組

み
が
す
す
ん
で
い
ま
す
。
町
内
に
は
以
前
か

ら
個
人
レ
ベ
ル
で
子
ど
も
た
ち
に
か
か
わ
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
さ
れ
て
い
た
方
た
ち

が
た
く
さ
ん
お
ら
れ
ま
し
た
が
、
今
回
、
中

央
公
民
館
内
に
設
置
さ
れ
た
「
多
賀
町
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
核
と
し

て
組
織
的
に
子
ど
も
た
ち
に
か
か
わ
っ
て
い

く
仕
組
み
が
で
き
ま
し
た
。
学
校
・
地
域
に

と
っ
て
は
、
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
が
組
織
さ
れ
る

こ
と
で
地
域
の
教
育
力
を
活
性
化
し
、
体
験

活
動
や
奉
仕
活
動
を
推
進
す
る
上
で
「
い
つ

で
も
誰だ

れ

も
」
が
有
効
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参

画
し
て
も
ら
え
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

1
月
末
か
ら
募
集
を
始
め
ま
し
た
が
、
現

在
ま
で
に
1
0
0
人
を
超
え
る
皆
さ
ん
に
登

録
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

3
月
に
は
「
レ
イ
ン
ボ
ウ
さ
ん
総
会
」
が
行

わ
れ
、
こ
の
制
度
の
趣
旨
や
地
域
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
に
つ
い
て
共
通
理
解
を
は
か
り
、

松
宮
教
育
長
か
ら
登
録
証
が
授
与
さ
れ
ま
し

た
。
レ
イ
ン
ボ
ウ
さ
ん
た
ち
は
、
子
ど
も
た

ち
に
か
か
わ
る
こ
と
を
と
て
も
楽
し
み
に
し

て
お
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
子
ど
も
た
ち
か
ら

た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
び
、
自
分
を
高
め
た

い
と
い
う
思
い
も
持
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

学
校
を
は
じ
め
P
T
A
、
地
域
の
子
ど
も

会
や
公
民
館
分
館
活
動
な
ど
で
活
躍
で
き
る

場
を
ぜ
ひ
つ
く
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
住

民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

レ
イ
ン
ボ
ウ
さ
ん
に
つ
い
て
わ
か
ら
な
い

こ
と
が
あ
れ
ば
、
多
賀
町
中
央
公
民
館
内
に

設
置
さ
れ
た
「
多
賀
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

支
援
セ
ン
タ
ー
」
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
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応
急
手
当
て
を
学
び
ま
し
ょ
う

あ
な
た
の
目
の
前
で
、
突
然
心
臓
や
呼
吸
が

止
ま
っ
た
人
を
助
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
か
？

「
1
1
9
番
通
報
を
し
た
か
ら
大
丈
夫
」
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
の
時

間
に
応
急
手
当
を
実
施
す
る
こ
と
が
、
大
切
な

人
の
命
を
救
う
カ
ギ
と
な
る
の
で
す
。

カ
ー
ラ
ー
の
救
命
曲
線
に
よ
る
と
、
心
臓
停

止
後
約
5
分
で
、
呼
吸
停
止
後
約
10
分
で
そ
れ

ぞ
れ
の
死
亡
率
が
50
％
に
達
す
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
1
1
9
番
通
報
か
ら
救
急
車
が
到
着

す
る
ま
で
の
間
に
応
急
処
置
を
実
施
し
な
け
れ

ば
死
亡
率
は
ど
ん
ど
ん
高
く
な
る
の
で
す
。
つ

ま
り
、
そ
の
場
に
居
合
わ
せ
た
「
あ
な
た
」
の

迅
速
な
応
急
手
当
が
、
大
切
な
人
を
助
け
る
こ

と
が
で
き
る
救
命
リ
レ
ー
の
ス
タ
ー
ト
と
な
る

の
で
す
。

「
何
か
を
し
な
く
て
は
！
」
と
感
じ
た
あ
な
た

の
そ
の
勇
気
は
、
応
急
手
当
講
習
会
を
受
講
す

る
こ
と
で
い
ざ
と
い
う
時
の
自
信
と
安
心
に
つ

な
が
り
ま
す
。

犬
上
分
署
で
は
、
企
業
や
自
治
会
、
婦
人
会

な
ど
を
対
象
に
、
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
や
人
工
呼

吸
の
方
法
、
出
血
時
の
応
急
処
置
の
方
法
な
ど

を
行
う
応
急
手
当
講
習
会
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
詳
し
く
は
、
犬
上
分
署
（
電
話
3
8
‐
3

1
3
0
）
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

風
水
害
へ
の
備
え

こ
れ
か
ら
の
梅
雨
の
時
期
を
む
か
え
る
に
あ

た
り
、
風
水
害
に
備
え
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
を

チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

一
、
家
の
周
り
の
点
検
を
し
ま
し
ょ
う
。

風
に
飛
ば
さ
れ
そ
う
な
物
は
固
定
し
、
小
物

は
家
の
中
に
取
り
込
む
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
排
水
溝
を
掃
除
し
水
の
流
れ
を
良
く
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

二
、
住
ま
い
の
点
検
・
補
強
を
し
ま
し
ょ
う
。

瓦か
わ
ら

、
ト
タ
ン
等
の
屋
根
の
点
検
・
補
強
を
し
、

窓
は
雨
戸
を
閉
め
て
外
側
か
ら
補
強
し
ま
す
。

ガ
ラ
ス
窓
は
風
や
飛
来
物
の
破
壊
か
ら
守
る

た
め
の
工
夫
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

三
、
必
要
な
物
は
早
め
に
準
備
し
ま
し
ょ
う
。

停
電
に
備
え
、
懐
中
電
灯
や
ラ
ジ
オ
、
予
備

の
電
池
を
用
意
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

飲
料
水
や
非
常
食
を
用
意
し
て
お
き
、
緊
急
避

難
に
備
え
、
非
常
持
ち
出
し
品
な
ど
を
点
検
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

四
、
気
象
情
報
を
収
集
し
ま
し
ょ
う
。

風
水
害
に
よ
る
被
害
は
、
正
確
な
気
象
情
報

を
集
め
る
こ
と
で
最
小
限
に
と
ど
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
で
、
気
象
台
が

発
表
す
る
警
報
や
注
意
報
な
ど
の
情
報
に
注
意

し
て
、
い
つ
も
適
切
な
対
応
が
で
き
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

さ
ら
に
、
有
線
放
送
に
よ
る
緊
急
放
送
に
は

関
心
を
持
ち
、
落
ち
着
い
て
放
送
内
容
を
聞
き

取
り
適
切
な
行
動
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

五
、
早
め
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

土
砂
崩
れ
や
、
浸
水
が
起
き
る
恐
れ
が
あ
る

場
合
は
速
や
か
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。
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目
の
見
え
な
い
チ
ー
タ
ー

こ
ん
の

と
し
ひ
こ

イ
ン
ド
の
広
野
に

目
の
見
え
な
い
チ
ー
タ
ー
の

赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
た
ん
だ
っ
て

知
っ
て
る
？
　
人
間
に
だ
っ
て

目
の
不
自
由
な
人
が
い
る
ね

目
の
不
自
由
な
チ
ー
タ
ー
が
い
た
っ
て

不
思
議
じ
ゃ
な
い
よ
ね

目
の
見
え
な
い
チ
ー
タ
ー
は

ど
こ
か
へ
消
え
て
し
ま
っ
た
ん
だ
っ
て

広
野
の
な
か
で
、
目
が
見
え
な
い
だ
け
で

死
ん
で
し
ま
っ
た
ん
だ
よ
　
き
っ
と

目
の
見
え
な
い
チ
ー
タ
ー

ぼ
く
は
出
会
い
た
か
っ
た
な

ぼ
く
と
一
緒
に
広
野
を

歩
け
ば
よ
か
っ
た
ん
だ
も
の

▼
こ
の
作
品
は
、
視
覚
障
害
者
に
た
い
す
る
私
た
ち
の
姿
勢
を
問
う
た
も
の
で
す
。
ほ
ん
と
に

私
は
、
チ
ー
タ
ー
に
出
会
っ
て
、
チ
ー
タ
ー
の
背
に
の
っ
て
、「
右
、
左
」
と
声
を
か
け
て
、

自
然
界
を
チ
ー
タ
ー
に
も
ど
し
て
あ
げ
た
い
の
で
す
。そ
ん
な
願
い
を
込
め
て
い
る
作
品
で
す
。

人
権
読
本
　
じ
ん
け
ん
の
詩
（
明
石
書
店
）

編
者
　
今
野
敏
彦
／
さ
し
絵
　
美
馬
須
美
子
　
か
ら

【じんけんのしせん】
人 権 の 視 線 人権の詩

う た

消防
犬上分署・多賀町消防団

平
成
１５
年
度
　
防
火
標
語
　

そ
の
油
断
火
か
ら
炎
へ
災
い
へ

電話●48-8121
E-mail somu@tagatown.jp総務課

レインボウさんの申し込み方法

派遣希望をレインボウさん一覧から、

教室やイベントの実施3週間前までに選ぶ

申し込み（直接）

派遣希望受付

多賀町ボランティア支援センター（中央公民館内）

通　知

派遣者の調整

派　遣

教室やイベント等の実施

学校や地域の公民館、集会所、企業などで実施

【お金は…】
①派遣に関係するお金はすべて無料です。

②教室やイベント等で発生する諸経費は、各自・各

団体でご用意ください。

【派遣時間と曜日は…】
①9時から17時までレインボウさんを派遣します。

1回あたりの活動をおおむね45分～1時間30分

とします。

②曜日の制限はとくにありません。

③その他、レインボウさんと調整後、変更する場合

もあります。

学
校
・
地
域
活
動
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

レ
イ
ン
ボ
ウ
さ
ん
制
度

ス
タ
ー
ト
！

▲趣旨に賛同いただいたレインボウさん
子どもたちのためにボランティア活動で多賀の町に心の虹をかけましょう。



4
月
か
ら
介
護
保
険
制
度
が

見
直
さ
れ
ま
し
た

介
護
保
険
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
て
3
年
が

経
過
し
ま
し
た
。
4
月
か
ら
は
、
新
し
く
策

定
し
た
介
護
保
険
事
業
計
画
に
よ
り
介
護
保

険
制
度
の
運
営
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。ま
た
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
費
用
（
介
護
報
酬
）
や
内

容
に
つ
い
て
制
度
の
見
直
が
行
わ
れ
ま
し

た
。主

な
も
の
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

介
護
保
険
の
財
源
構
成
の
見
直
し

65
歳
以
上
の
方
（
第
1
号
被
保
険
者
）
の

保
険
料
の
負
担
割
合
が
17
％
か
ら
18
％
に
変

わ
り
ま
し
た
。

介
護
報
酬
の
改
定

在
宅
で
の
自
立
し
た
生
活
を
支
援
す
る
よ

う
、
ま
た
、
施
設
で
介
護
を
受
け
る
場
合
も

で
き
る
限
り
在
宅
へ
復
帰
で
き
る
よ
う
介
護

サ
ー
ビ
ス
に
か
か
る
費
用
（
介
護
報
酬
）
が

見
直
さ
れ
ま
し
た
。

保険料�
50％�

公　費�
50％�

介護保険の財源�
65歳以上の人�

（第1号被保険者）の保険料�
18％�

40歳から64歳までの人�
（第2号被保険者）の保険料�

32％�
国の負担金�
25％�

県の負担金�
12.5％�

町の負担金�
12.5％�

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
の
見
直
し

○
訪
問
介
護

身
体
介
護
、
家
事
援
助
、
複
合
型
の
3

種
類
あ
っ
た
も
の
が
、
身
体
介
護
と
生
活

援
助
の
2
種
類
に
な
り
ま
し
た
（
複
合
型

は
廃
止
さ
れ
ま
し
た
）。

通
院
な
ど
の
た
め
車
に
乗
り
降
り
す
る

と
き
や
、
乗
る
前
や
降
り
た
後
の
移
動
の

た
め
介
助
が
必
要
な
場
合
も
、
訪
問
介
護

と
し
て
適
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

○
通
所
介
護
・
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

今
ま
で
通
所
サ
ー
ビ
ス
で
8
時
間
を
超

え
る
場
合
は
、
超
え
た
部
分
が
保
険
外
と

な
り
全
額
利
用
者
負
担
で
し
た
が
、
2
時

間
延
長
ま
で
は
、
介
護
保
険
が
適
用
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

○
福
祉
用
具
貸
与

新
た
に
次
の
5
つ
の
福
祉
用
具
が
給
付

対
象
と
な
り
ま
し
た
。

入
浴
用
リ
フ
ト
（
垂
直
移
動
の
み
の
も

の
）、
段
差
解
消
機
（
段
差
解
消
リ
フ
ト
）

立
ち
上
が
り
用
椅
子
、
ス
ラ
イ
デ
ィ
ン

グ
ボ
ー
ド
、
六
輪
歩
行
器

○
居
宅
療
養
管
理
指
導

1
カ
月
の
利
用
限
度
は
、
医
師
ま
た
は

歯
科
医
師
が
行
う
場
合
は
、
月
2
回
ま
で

に
変
わ
り
ま
し
た
。

詳
し
く
は
、
役
場
福
祉
保
健
課
（
ふ
れ
あ

い
の
郷
内
）ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

介護保険料（特別徴収）の仮徴収のお知らせ
介護保険料を特別徴収（年金からの引き去り）で納付していただく方については、平成15年度の介護保険料

が7月の住民税確定により決定されるため、8月までは前年度に決定した所得段階での額（原則、平成15年2

月の引き去り額）を仮に徴収させていただきます。

なお、平成15年度介護保険料は、7月中旬ごろにお知らせいたします。

介護保険施設入所時における食事の負担額減額制度のご案内
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

介護保険施設（特別養護老人ホーム、老人保健施設、療養型医療施設）に長期入所している場合、食事代の

標準負担額を減額する制度があります。

【対象となる方】

住民税非課税世帯の方

【標準負担額一覧】

【申請手続き】

減額の認定を受けられる方は、福祉保健課窓口で申請が必要です。

詳しくは福祉保健課までお問い合わせください。

区　　　　　　分 1日当たりの標準負担額

A 一　般（B、Cのいずれにも該当しない方） 780円

B 住民税非課税世帯に属する方（Cに該当する方は除く） 500円

C
生活保護の受給者

住民税非課税世帯に属する老齢福祉年金受給者
300円
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ふ
れ
あ
い
健
診
・
結
核
健
診
・

総
合
健
診
が
い
よ
い
よ
ス
タ
ー
ト
！

生
活
が
豊
か
に
な
っ
て
き
た
反
面
、
食
生

活
や
運
動
習
慣
等
を
原
因
と
す
る
生
活
習
慣

病
が
増
え
、
私
た
ち
の
健
康
を
脅
か
す
時
代

に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

普
段
何
気
な
く
過
ご
し
て
い
る
生
活
習
慣

に
つ
い
て
の
見
直
し
を
し
て
い
た
だ
く
た
め

に
、
ま
た
、「
健
康
で
あ
る
こ
と
の
証
」
を

手
に
入
れ
て
い
た
だ
く
た
め
に
も
、
ぜ
ひ
健

診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

人
間
ド
ッ
ク
並
み
の
検
査
を

半
日
で
受
け
ら
れ
る
総
合
健
診

各
種
が
ん
検
診
と
結
核
健
診
・
ふ
れ
あ
い

健
診
を
半
日
で
す
べ
て
が
受
け
ら
れ
る
総
合

健
診
を
ご
存
じ
で
す
か
？

毎
日
を
忙
し
く
送
ら
れ
て
い
る
方
に
大
変

好
評
で
す
。
今
年
も
下
記
の
日
程
で
計
画
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
ど
し
ど
し
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

■総合健診の内容
①結核健診 ……………（胸部レントゲン検査）

②ふれあい健診 …身体計測・検尿・血圧測定・血液検

査・眼底検査・心電図・内科診察etc.
※ただし年齢・性別により検査項目は変わります。

③胃がん検診…………（40歳以上）

④大腸がん検診 ……（40歳以上）
※便潜血検査（2回採便）を行います。

⑤子宮がん検診 ……（30歳以上の女性）

⑥乳がん検診…………（30歳以上の女性）

検診料
（非課税世帯の方は無料となりますので、あらかじめ電話等でお
申し出ください。）
胃がん…………………………………………900円
大腸がん………………………………………500円
子宮がん………………………………………600円
乳がん…………………………………………300円

ふれあい健診料
（18～39歳）…………………………………500円
（40～69歳）………………………………1,300円
結核健診 ………………………………………無料

結核健診・ふれあい健診日程表（申し込み不要）

9:30～ 9:45 栗栖会議所

5月23日（金）
11:00～11:15 一円公民館

14:00～14:15 猿木草の根ハウス

15:00～15:15 楢崎草の根ハウス

9:00～ 9:15 藤瀬草の根ハウス

5月26日（月）
10:00～10:15 大杉公民館

11:15～11:30 樋田草の根ハウス

14:15～15:00 敏満寺会議所

9:30～ 9:45 月之木公民館

6月 2日（月）
10:30～10:45 中川原草の根ハウス

13:45～14:15 土田草の根ハウス

15:00～15:30 総合福祉保健センター

9:30～ 9:45 霜ヶ原生活改善センター

10:30～10:45 大君ヶ畑集会所

6月 4日（水）
11:30～11:45 佐目多目的集会所

13:15～13:30 大岡公民館

14:00～14:15 四手草の根ハウス

15:00～15:15 尼子老人憩いの家

9:30～ 9:45 萱原おしどりの里研修会館

10:30～11:00 川相生活改善センター

6月 5日（木） 13:00～13:15 木曽草の根ハウス

14:00～14:15 八重練草の根ハウス

15:00～15:30 中央公民館

総合健診（結核・ふれあい・がん検診）
日程表（申し込み要）

総合がん健診
健診日 受付時間 会　　場

9月30日（火） 13:30～14:30
総合福祉

保健センター

滝の宮

10月16日（木） 13:30～14:30 スポーツ公園

体育館

11月20日（木） 13:30～14:30
総合福祉

保健センター

12月 9日（火） 13:30～14:30
総合福祉

保健センター

健診日 受付時間 会　　場

5月27日（火） 13:30～14:30
総合福祉

保健センター

滝の宮

5月29日（木） 13:30～14:30 スポーツ公園

体育館

6月10日（火）
9:30～11:00 総合福祉

13:30～14:30 保健センター
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保健師です

こんにちは！

福祉保健課（有）2-2021（電）48-8115
E-mail hoken@tagatown.jp



身
体
障
害
者
対
象
の

パ
ソ
コ
ン
教
室
開
催
し
ま
す

福
祉
保
健
課
で
は
、
身
体
障
害
者
と
そ
の

関
係
者
を
対
象
に
パ
ソ
コ
ン
教
室
を
開
催
し

ま
す
。

ま
っ
た
く
の
初
心
者
の
方
で
も
始
め
ら
れ

る
講
座
で
す
。
ま
た
、
情
報
共
同
作
業
所
ア

イ
・
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
メ
ン
バ
ー
が
て

い
ね
い
に
お
手
伝
い
し
ま
す
の
で
安
心
し
て

受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

日
程
■
①
6
月
25
日
（水）
、
②
7
月
2
日
（水）
、

③
同
9
日
（水）
、
④
同
16
日
（水）
、
⑤
同
23
日
（水）
、

⑥
同
30
日
（水）
の
全
6
回

時
間
■
10
時
〜
12
時
の
部
（
定
員
5
人
）

１３
時
〜
15
時
の
部
（
定
員
5
人
）

場
所
■
情
報
共
同
作
業
所
ア
イ
・
コ
ラ
ボ
レ

ー
シ
ョ
ン
（
中
央
公
民
館
と
な
り
）

内
容
■
①
②
マ
ウ
ス
を
使
っ
て
パ
ソ
コ
ン
に

慣
れ
よ
う
・
W
i
n
d
o
w
s
に
慣
れ
よ

う
・
日
本
語
入
力
を
し
て
み
よ
う
③
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
っ
て
何
？
・
ブ
ラ
ウ
ザ
に
慣
れ
よ

う
・
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
を
体
験
し
よ
う
④
検

索
ペ
ー
ジ
で
探
そ
う
・
お
気
に
入
り
を
作
ろ

う
・
メ
ー
ル
に
つ
い
て
⑤
⑥
メ
ー
ル
を
使
っ

て
み
よ
う
・
電
子
メ
ー
ル
を
利
用
す
る
際
の

マ
ナ
ー
・
掲
示
板
を
使
っ
て
み
よ
う
・
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
絵
を
利
用
し
よ
う

申
し
込
み
期
限
■
6
月
23
日
（月）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
■
情
報
共
同
作

業
所

ア
イ
・
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

（電）
4
8
‐
7
3
3
5

（Ｆ）
4
8
‐
7
3

3
6

『
さ
さ
ゆ
り
む
す
め
』
募
集

多
賀
町
観
光
協
会
で
は
、
平
成
15
年
度
の

多
賀
町
の
観
光
P
R
や
観
光
行
事
に
参
加
い

た
だ
き
、
広
く
多
賀
町
を
ご
紹
介
い
た
だ
く

『
さ
さ
ゆ
り
む
す
め
』
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

資
格
■
①
多
賀
町
の
観
光
振
興
と
さ
さ
ゆ
り

む
す
め
の
役
割
を
理
解
し
、年
間
を
通
じ
て
町

内
の
諸
行
事
や
、観
光
P
R
活
動
に
参
加
で
き

る
方
②
原
則
と
し
て
18
歳
以
上
の
方（
た
だ
し

高
校
生
は
除
く
）③
明
朗
で
健
康
な
方

活
動
内
容
■
万
灯
祭
御
神
火
祭
・
総
お
ど

り
、
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
、
た
が
楽
市
、
古
例

大
祭
、
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
諸
行
事
、
そ
の

他
必
要
と
認
め
る
行
事
等

申
し
込
み
期
限
■
5
月
31
日
（土）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
■
多
賀
町
観
光
協

会
　
㈲
2
‐
2
3
4
9

（電）
4
8
‐
2
3
6
1

D
V
相
談
聞
い
て
い
ま
す
！

湖
東
子
ど
も
家
庭
相
談
室

D
V（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
ヴ
ァ
イ
オ
レ
ン
ス
）

と
は
、
夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
な
ど
「
親
密
な
」
関

係
に
あ
る
男
女
間
で
、
主
と
し
て
男
性
か
ら

女
性
に
対
し
て
ふ
る
わ
れ
る
暴
力
を
い
い
ま

す
。
D
V
は
、
身
体
的
暴
力
、
心
理
的
暴
力
、

性
的
暴
力
、
経
済
的
暴
力
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

暴
力
は
ど
ん
な
場
合
で
も
絶
対
に
許
さ
れ

る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
な
た
は
決
し

て
悪
く
あ
り
ま
せ
ん
。
家
庭
の
中
の
こ
と
は

な
か
な
か
人
に
は
話
し
に
く
い
で
し
ょ
う

が
、
ち
ょ
っ
と
勇
気
を
出
し
て
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。
も
ち
ろ
ん
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

電
話
番
号
■
2
1
‐
0
2
8
3
（
直
通
）

開
設
日
■
月
曜
日
〜
金
曜
日

開
設
時
間
■
8
時
30
分
〜
17
時
15
分

2
等
陸
・
海
・
空
士
の
募
集

陸
上
自
衛
官
は
2
年
、
海
上
お
よ
び
航
空

自
衛
官
は
3
年
を
1
任
期
と
し
て
勤
務
し
、

各
自
衛
隊
の
主
力
と
し
て
活
躍
す
る
コ
ー
ス

を
募
集
し
ま
す
。

資
格
■
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
男
子

受
付
期
限
■
6
月
3
日
（火）

試
験
日
■
6
月
8
日
（日）

試
験
場
所
■
陸
上
自
衛
隊
大
津
駐
屯
地（
予
定
）

問
い
合
わ
せ
先
■
自
衛
隊
彦
根
募
集
事
務
所

彦
根
市
旭
町
1
‐
2
4
田
中
第
2
ビ
ル
1
階
（電）

2
6
‐
0
5
8
7

納
税
は
お
早
め
に
！

自
動
車
税
の
納
期
限
は
6
月
2
日

納
税
は
、
各
金
融
機
関
の
窓
口
の
ほ
か
、

最
寄
り
の
地
域
振
興
局
税
務
課
、
自
動
車
税

事
務
所
の
窓
口
等
で
、
お
早
め
に
お
済
ま
せ

く
だ
さ
い
。

納
税
通
知
書
に
つ
い
て
い
る
「
納
税
証
明

書
」
は
車
検
や
名
義
変
更
な
ど
の
手
続
き
に

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
車
検
証
と
一
緒
に

大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
転
居
さ
れ
た
と
き
は
、
滋
賀
運
輸

支
局
（
（電）
0
7
7
‐
5
8
5
‐
7
2
5
1
）
で

車
検
証
の
住
所
変
更
の
手
続
き
を
行
っ
て
い

た
だ
く
と
と
も
に
、
自
動
車
税
事
務
所（
（電）
0

7
7
‐
5
8
5
‐
7
2
8
8
）へ
も
ご
連
絡
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

人
権
擁
護
委
員
制
度
を

ご
存
じ
で
す
か

ー
平
成
15
年
度
啓
発
活
動
重
点
目
標

育
て
よ
う
一
人
ひ
と
り
の
人
権
意
識
ー

6
月
1
日
は
、
人
権
擁
護
委
員
法
が
施
行

さ
れ
た
日
で
す
。

人
権
擁
護
委
員
は
、
人
格
識
見
が
高
く
、
広

く
社
会
の
実
情
に
通
じ
、
人
権
擁
護
に
つ
い
て

理
解
の
あ
る
人
を
市
町
村
長
が
推
薦
し
、
法
務

大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
方
々
で
す
。
現
在
、
約

1
4，

0
0
0
人
の
委
員
が
全
国
の
各
市
町
村

に
配
置
さ
れ
、
講
演
会
や
座
談
会
を
開
催
し

た
り
し
て
、
人
権
の
大
切
さ
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
て
も
ら
う
た
め
の
活
動
に
努
め
て
い
ま

す
。
ま
た
、
法
務
局
の
人
権
相
談
所
お
よ
び
市

町
村
役
場
等
で
臨
時
に
開
設
し
た
相
談
所
な

ら
び
に
委
員
の
自
宅
で
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
悩

み
ご
と
や
心
配
ご
と
の
相
談
を
受
け
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
の
一
番
身
近
な
相
談
相
手
で
す
。

（敬称略）

大菅松右衛門 小原243
㈲5-5721（電）47-1611

土田　長四郎 土田535
㈲3-3208（電）48-1503

集治　　温子 大杉245
㈲5-5946（電）47-1035

吉田　　義和 八重練717
㈲3-3158（電）48-1034

多賀町の人権擁護委員
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多
賀
幼
稚
園
・
大
滝
幼
稚
園
で
は
、
町
内

の
2
歳
児
・
3
歳
児
と
そ
の
保
護
者
の
方
を

対
象
に
園
を
開
放
し
『
ふ
れ
あ
い
幼
稚
園
』

を
実
施
し
ま
す
。
幼
稚
園
で
園
児
と
一
緒
に

遊
び
、
子
ど
も
た
ち
の
遊
び
の
輪
を
広
げ
て

み
ま
せ
ん
か
？

ま
た
、
保
護
者
の
方
同
士
も
つ
な
が
り
を

深
め
、
子
育
て
の
情
報
交
換
を
す
る
場
と
し

て
お
気
軽
に
ご
来
園
く
だ
さ
い
。
職
員
一
同

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

開
放
日
時

6
月
〜
2
月
の
間
、
第
1
・
第
3
金
曜
日

ま
た
は
行
事
の
日（
夏
季
休
業
期
間
は
除
く
）

の
9
時
30
分
〜
11
時
30
分
。

※
園
の
都
合
に
よ
り
変
更
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

対
象

2
歳
児

（
町
内
に
住
む
平
成
12
年
4
月
2
日
〜

平
成
13
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
幼
児
）

3
歳
児

（
町
内
に
住
む
平
成
11
年
4
月
2
日
〜

平
成
12
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
幼
児
）

内
容※

各
園
に
よ
り
多
少
変
更
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

町
立
多
賀
幼
稚
園

㈲
3
‐
3
5
1
3
（電）
4
8
‐
0
2
7
4

町
立
大
滝
幼
稚
園

㈲
5
‐
5
6
1
6
（電）
4
9
‐
0
0
1
4

多
賀
町
教
育
委
員
会

㈲
2
‐
3
7
4
1
（電）
4
8
‐
8
1
2
3

6
月
　
水
あ
そ
び
・
ど
ろ
ん
こ
あ
そ
び

7
月
　
七
夕
お
た
の
し
み
会

9
月
　
運
動
あ
そ
び
、
運
動
会

１０
月
　
絵
描
き
、
土
粘
土
あ
そ
び

１１
月
　
焼
き
い
も
パ
ー
テ
ィ
ー
、
木
の

実
・
木
の
葉
あ
そ
び

１２
月
　
も
ち
つ
き
大
会
、
ク
リ
ス
マ
ス

会

1
月
　
雪
あ
そ
び
、
お
正
月
あ
そ
び

2
月
　
生
活
発
表
会

4月から障害者福祉の制度が変わりました！

支援費制度
支援費制度は、障害があっても、地域で自分らしく暮らすことができる社会をめざした「ノーマライゼーション」の考

え方をすすめる、新しい利用制度です。
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ふ
れ
あ
い
幼
稚
園
の
お
し
ら
せ

多
賀
幼
稚
園
・
大
滝
幼
稚
園
で

い
っ
し
ょ
に
遊
び
ま
せ
ん
か
？

これまで、福祉サー
ビスの利用は、行政
が主体となって決
めていました。�

施設や事業者は、
利用者の選択に応
え、よりよいサービ
スを提供すること
に努めます。�

支援費制度では、自らの
生き方に合ったサービス
を選び、自分で契約して
利用します。町は、その
利用にかかる費用を「支
援費」として支払います。�

契約することにより、きっ
ちりサービスを受けるこ
とができます。�
でも、あなたも契約した
ことは守らなければなり
ません。�

支援費制度はこんなしくみです。�
自己決定、自己選択を尊重します。�

　支援費制度では、自分がどのように暮らしていきたいかを考え、
そのために必要なサービスを決めます。�
　●サービスを決めたら、町に申請をし、受給者証を受け取ります。�
　●サービスの提供事業者を選び、契約して利用します。�
　●サービスを利用したら、利用料（利用者負担金）を事業者に支払います。�

利用者�
（あなた）�

多賀町� 事業者�
・施設�

①
支
援
費
の
申
し
込
み�

②
調
査�

③
受
給
者
証
の
発
行�

④
利
用
の
申
し
込
み�

⑤
契
　
約�

⑥
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る�

⑦
利
用
者
負
担
金
の
支
払
い�

⑧支援費の請求�

⑨支援費の支払い�

（代理受領）�

都
道
府
県
知
事�

（
指
定
都
市
・
中
核
市
長
）�
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5
月
は
、
固
定
資
産
税
の
税
額
が

決
定
さ
れ
ま
す
。

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
1
月
1
日
（「
賦
課

期
日
」
と
い
い
ま
す
。）
に
土
地
、
家
屋
、
償

却
資
産
（
こ
れ
ら
を
総
称
し
て
「
固
定
資
産
」

と
い
い
ま
す
。）
を
所
有
し
て
い
る
人
が
そ
の

固
定
資
産
の
価
格
を
も
と
に
算
定
さ
れ
た
税
額

を
そ
の
固
定
資
産
の
所
在
す
る
市
町
村
に
納
め

る
税
金
で
す
。

①
固
定
資
産
税
を
納
め
る
人
（
納
税
義
務
者
）

固
定
資
産
税
を
納
め
る
人
は
、
原
則
と
し
て

固
定
資
産
の
所
有
者
で
す
。

土
地
…
土
地
登
記
簿
ま
た
は
土
地
補
充
課
税
台

帳
に
所
有
者
と
し
て
登
記
ま
た
は
登
録
さ
れ
て

い
る
人

家
屋
…
建
物
登
記
簿
ま
た
は
、
家
屋
補
充
課
税

台
帳
に
所
有
者
と
し
て
登
記
ま
た
は
登
録
さ
れ

て
い
る
人
。

償
却
資
産
…
償
却
資
産
課
税
台
帳
に
所
有
者
と

し
て
登
録
さ
れ
て
い
る
人

た
だ
し
、
所
有
者
と
し
て
登
記
（
登
録
）さ
れ
て

い
る
人
が
賦
課
期
日
前
に
死
亡
し
て
い
る
場
合
等

に
は
、
賦
課
期
日
現
在
で
、
そ
の
土
地
、
家
屋
を
現

に
所
有
し
て
い
る
人
が
納
税
義
務
者
と
な
り
ま
す
。

②
固
定
資
産
税
の
対
象
と
な
る
資
産

土
地
・
家
屋
・
お
よ
び
償
却
資
産
が
固
定
資

産
税
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

③
税
額
算
定
の
あ
ら
ま
し

固
定
資
産
税
は
、
次
の
よ
う
な
手
順
で
税
額

が
決
定
さ
れ
、
納
税
者
に
通
知
さ
れ
ま
す
。

1．

固
定
資
産
を
評
価
し
、
そ
の
価
格
を
も
と

に
、
課
税
標
準
額
を
算
定
し
ま
す
。

2．

課
税
標
準
額
×
税
率
＝
税
額

【
課
税
標
準
額
】
原
則
と
し
て
、
固
定
資
産
課

税
台
帳
に
登
録
さ
れ
た
価
格
が
課
税
標
準
額
と

な
り
ま
す
。
し
か
し
、
住
宅
用
地
の
よ
う
に
課

税
標
準
の
特
例
措
置
が
適
用
さ
れ
る
場
合
や
、

土
地
に
つ
い
て
税
負
担
の
調
整
措
置
が
適
用
さ

れ
る
場
合
は
、
課
税
標
準
額
は
、
価
格
よ
り
も

低
く
算
定
さ
れ
ま
す
。

【
免
税
点
】
市
町
村
の
区
域
内
に
同
一
人
が
所

有
す
る
土
地
、
家
屋
、
償
却
資
産
の
そ
れ
ぞ
れ

の
課
税
標
準
額
が
、
次
の
金
額
に
満
た
な
い
場

合
に
は
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。

土
地
…
30
万
円
家
屋
…
20
万
円

償
却
資
産
…
1
5
0
万
円

【
税
率
】
固
定
資
産
税
の
税
率
は
、
市
町
村
の

条
例
で
定
め
ら
れ
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

1
0
0
分
の
1
・
4

3．

税
額
等
を
記
載
し
た
納
税
通
知
書
を
納
税

者
あ
て
に
通
知
し
ま
す
。

固
定
資
産
税
は
、
課
税
標
準
額
、
税
率
、
税

額
、
納
期
、
各
納
期
に
お
け
る
納
付
額
、
納
付

の
場
所
等
の
記
載
さ
れ
た
納
税
通
知
書
に
よ
っ

て
市
町
村
か
ら
納
税
者
に
対
し
税
額
が
通
知
さ

れ
、
市
町
村
の
条
例
で
定
め
ら
れ
た
納
期
（
年

4
回
）
に
分
け
て
納
税
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

固
定
資
産
税
は
、
基
礎
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
市
町
村
の
財
政
を
支
え
る
基
幹
税

目
と
し
て
、
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

5
月
の
町
税
（
納
期
限
6
月
2
日
）

固
　
定
　
資
　
産
　
税
　
　
第
1
期

軽
　
自
　
動
　
車
　
税
　
　
全
　
期
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知
っ
てます

か
？

税
の

こ
ん
な
こ
と

あ
ん
な
こ
と

税
務
課
　
㈲
2
‐
2
0
4
1

（電）
4
8
‐
8
1
1
3

E
-m
a
ilze

i@
ta
g
a
to
w
n
.jp

多賀町福祉保健センター ふれあいの郷

トレーニング室からのお知らせ
皆さんの健康づくりを応援するために「ふれあいの郷」では、

毎月トレーニング室で健康セミナーを開催しています。6月～8
月はシェイプアップ教室です。
『スリムにきれいになろう！』をテーマにしています。なお、
通常のトレーニング室のご利用には、利用講習会を受講してい
ただく必要があります。
ぜひ、受講していただき健康づくりにお役立てください。

〈シェイプアップ教室〉
6月10日（火） 10：30～11：15
28日（土） 13：30～14：15
28日（土） 18：00～18：45

〈利用講習会〉
6月10日（火） 13：30～14：30
28日（土） 14：30～15：30
28日（土） 19：00～20：00

〈利用対象者〉 18歳以上の方
〈利　用　料〉 町内在住・在勤の方 200円／町外の方 300円
〈そ　の　他〉 運動のできる服装・運動靴・タオルをご準備ください

〈トレーニング室利用時間〉
10:00 12:00 13:00 20:30

〈6月にトレーニング室が利用できない日〉
毎週日曜日、第2・4月曜日

お問い合わせは
多賀町総合福祉保健センター

ふれあいの郷
有線 2-2021 電話 48-8115
E-mail fukushi@tagatown.jp

月～土

あなた
の健康

づくり
を

応援し
ます！

環境生活課 ㈲2-2031 （電）48-8114
E-mail kankyo@tagatown.jp

おめでた・おくやみ 3月21日～4月20日 届出分

老人医療受給者の方へ
病院等にかかられるときは老人医療受給者証を忘れずに！

老人医療受給者の方は、平成14年10月から所得に

応じて医療費を負担いただくことになりましたので、

受給者証の中の「一部負担金の割合」欄に「1割」「2

割」と記入されています。

病院等では、この受給者証の欄を見て窓口で支払っ

ていただく額を判断します。病院、医院、薬局等で必

ず見せていただきますようお願いします。

また、1割の方の中で世帯が課税か非課税かによって

下表のように負担区分が分かれます。それぞれ限度額

が設けられていますので、1カ月の合計が限度額を超え

ると「高額医療費」に該当し、申請により役場から支

給を受けることができます。

この負担区分は、世帯に異動があればそのつど判定

が変更になりますので、ご注意ください。

なお、非課税世帯の方は『限度額適用・標準負担額

減額認定申請』をしていただく必要があります。

詳しくは、役場環境生活課老人保健係にお問い合わ

せください。

生まれました

★田中　　要 （多　賀）和　洋
　　（ た な か かなめ）　　

由　希

★池本安美奈 （多　賀）孝　昭
　　（い け も と あ み な ）　　

雅　美

★川添　愛姫 （川　相）直　樹
　　（か わ ぞ え 　 あ い き ）　　

理　恵

★植野　早智 （四　手）泰　治
　　（う え の 　 さ ち ）　　

恵　子

★舩田　紘平 （多　賀） 潤■
　　（ふ な だ 　 こ う へ い）　　

昌　子

★山口さくら （敏満寺） 昇■
　　（や ま ぐ ち さ く ら ）　　

春　美

★集治　燎一 （富之尾）靖　幸
　　（しゅう じ りょうい ち）　　

美津枝

★森口　絢登 （多　賀）雅　嗣
　　（も り ぐ ち け ん と ）　　

律　子

★大久保日菜 （萱　原）康　法
　　（お お く ぼ ひ な ）　　

美　希

おくやみ申しあげます

◆藤野てる子 （富之尾） 64歳

◆清水　康伸 （土　田） 49歳

◆北村　祖安 （萱　原） 81歳

◆中溝　敏子 （栗　栖） 73歳

◆本池　 治 （多　賀） 93歳

◆辻川 惣 （佛ケ後） 90歳

結婚しました

�
辻　　巧美 多　賀
一円　千里

�
廣田　和俊 四　手
藤野真由美

行 事 名 実 施 日 受 付 時 間

多
賀
町
総
合
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
ふ
れ
あ
い
の
郷

場 所 対 象 者

健
康
相
談

すくすく相談 6月24日（火）

10:00～11:00

子どもさんの健康、子育てについて等子
どもさんに関するご相談を受け付けてい
ます。

すこやか相談 6月17日（火）
ご自分の健康について、ご相談になりたい
方は、お気軽にご利用ください。血圧測定、
尿検査、体脂肪測定も無料でできます。

生き生き相談 6月 3日（火）
「最近、物忘れがひどくなったかな？」と
不安に思われる方ならどなたでもご相談
下さい。

介 護 相 談 随　　　　　　　　時
痴ほうや寝たきり等の方のお世話でお困
りの方。

乳
児
健
診

予
防
接
種

3～4カ月児
（離乳食教室）

6月16日（月）

13:00～13:15 Ｈ15年2月生まれの乳児

9～10カ月児 13:15～13:30

13:00～13:15

13:40～14:00

Ｈ14年8月生まれの乳児

2歳6カ月児歯科健診

整 形 外 科 健 診

3歳6カ月児健診

日本脳炎

6月 3日（火）

6月25日（水）

Ｈ12年11月・12月生まれの幼児

Ｈ15年3月・4月生まれの乳児

6月11日（水）

6月 9日（月）
6月20日（金）
7月 4日（金） 13:30～14:30

Ｈ11年11月・12月生まれの幼児

標準的な年齢：満3歳～満7歳6カ月未満
1期初回　3歳児
1期追加　4歳児
＊就学前で未接種の場合や、ご不明な点
がある場合は、福祉保健課までお問い
合わせください。

☆各健診および予防接種には必ず母子手帳・予診表（のびっこ手帳の中を記入して）をご持参ください。
☆2歳6カ月児歯科健診、3歳6カ月児健診（尿検査があります）を受けられる方は、歯ブラシとコップを持ってきてください。
☆9～10カ月児健診には、お子さんと同居されているおばあちゃん・おじいちゃんもぜひおいでください。
☆予防接種を受けられる方は、来所されてから熱をはかり、受付へおいでください。なお、1年以内にひきつけを起こされ
た方で、半年経った方は主治医の許可（母子手帳等に記入してもらってください）があれば受けることができます。

★保健センターの行事 （平成15年6月）

※「予防接種手帳」を必ずお読み
になってからお越しください

1カ月の

自己負担限度額
外来

（個人ごとに計算）

自己負担限度額

（外来＋入院）

一定以上の所得が

ある方
40,200円

72,300円＋医療費が

361,500円を超えた

場合は、その超えた分

の1％を加算
（過去12カ月に4回以上高額
医療費の支給があった場合、
4回目以降は40,200円）

一般 12,000円 40,200円

低所得者

（住民税非課

税世帯等）

8,000円

Ⅱ

Ⅰ

24,600円

15,000円

※低所得者Ⅰ、Ⅱの方は「入院時一部負担金限度額適用・標準負担額減額認定
証」が必要となります。忘れずに申請してください。

見
本

この欄に「1割」または「2割」と記されています。
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老人保健法� 医療受給者証�
市町村番号�

受給者番号�

発 効 期 日 �

交付年月日�

発行機関名�
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受
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